
令和２年度第３回志木市社会教育委員会議録 

 

令和３年３月２４日（水） 

午後１時３０分～３時３０分  

                                         第二庁舎 会議室４ 

 

０ １ 会 議 室 

出席者 委員：竹前榮二、宮原正幸、有馬隆江、一ノ倉達也、市之瀬初男、 

稲垣真紀、山下美香、野島悦子、鈴木民雄、星野祐子、岡野正裕、

前田喜春、中村和子 

（順不同、敬称略） 

     市：生涯学習課（山本課長、浅見主幹、松永主任）  

 

１  開  会  浅見主幹 

     

２  あいさつ  竹前議長 

 

３  協議事項   進行 竹前議長  

 事務局より説明 

（１）令和２年度事業報告及び令和３年度事業計画（案）について（浅見主幹） 

    事業報告 

   〇生涯学習・文化振興事業 

   〇人権教育事業 

   〇文化財保護事業 

   〇放課後子ども教室関係事業 

    事業計画 

   〇今年度中止となった事業についても新しい生活様式で実施する予定で

ある。 

  

（議長）  令和２年度事業報告及び令和３年度事業計画（案）について、質疑

がある人はいるか。 

 

（委員）  年度当初開催予定の事業はあるか。 

 

（事務局） ５月２２日（土）人権研修会がある。聴導犬について理解を深める

講座を行う予定である。 

 

（委員）  コロナ感染対策補助金は、連合の団体の場合、単会にも交付される

のか。 

（事務局） 各単会に３万円を上限で補助率 100％の交付を行う。 

   



（議長）  学校現場は、コロナ禍でどのように授業等を行っているのか。 

 

（委員）  大学では、オンラインが主流である。最近は、オンラインではなく、

大学で講義をうける学生もいる。いろは遊学館と共催でオンラインに

よる講座も実施している。 

 

（事務局） 放課後子ども教室は、県の国際交流事業をズームで行った。放課後

子ども教室（志木っ子タイム）は、人数制限もあるので、事前申し込

み制としている。  

 

（２）生涯学習推進指針について （松永主任） 

   前回のご意見を踏まえ、庁内会議で内容を詰めて改正案を作成した。志木

市将来ビジョンとの整合性がないため、志木市教育大綱の実現に向け指

針を改訂した。基本指針については、前回と変わらず同じ内容である。個

別指針については、家庭教育の推進、新しい生活様式による事業、図書館

利用の促進を新たに追加した。その後、意見公募を行った結果、高齢者を

対象にしたインターネットの有効活用についての意見が出たが、公民館

等ですでに対象の事業を展開しているため、運用面で実施することとし

た。この指針については、概要版を作成し、広く周知していく。 

 

（委員）  子どもが参加しやすい事業を今後も計画してほしい。 

 

（委員）  ニーズが多様化しているので、そこを考慮した企画を検討してほし

い。 

 

（委員）  ＰＴＡは、毎年市民会館のホールで全体研修会として、講演会を実

施しているが、今年度は、リモートで開催した。 

 

（委員）  学校は、緊急事態宣言の時に休校としたため、授業数が不足してお

り夏休みも通常よりも少なく、中止となった行事も多い。 

 

（委員）  大学は、学生の授業や公開講座、オープンキャンパスなどほとんど

が、リモートで行われている。先日は、公開講座で料理研究家土井善

晴氏を講師としてリモート講座を行った。大変好評であった。秋には、

金田一秀穂先生のリモート講演会も予定している。また、いろは遊学

館と共催で子ども向け事業についても検討中である。 

 

（委員）  色々な事業を幅広く開催していて良いと思う。きっかけづくりとな

っている。人権研修会も色々な人権をテーマにしているので良い。今

後は、オンラインなども活用してほしい。 

 



（３）ＳＤＧｓについて 事務局から説明（浅見主幹） 

 

（事務局）  ＳＤＧｓは、２０１５年の連サミットで採択された「これからの世

界が良くなるために世界の人々が協力して解決したい目標」で、日

本語で持続可能な開発目標と言う。世界を変えるために 17の目標

が定められており、この目標を２０３０年までに世界の人々みんな

で、達成しましょう。と国連で決めた。 

志木市でもこのＳＤＧｓを広めるため、市民団体である「ＳＤＧｓ

まちづくりひろばｉｎ志木」さんが、活動されている。このパンフ

レットもつくられている。 

 

この活動をされている鈴木委員より説明 

 

（委員）  [ＳＤＧｓまちづくり in shiki]は、現在７名で活動している。市民一

人一人に認識してもらうための“つなぎの活動”をしていきたい。皆

が関心を持ってもらうことが大事である。 

 

（委員）  小さな活動から一つ一つ意識すること。普段から行っていること

だと思う。 

 

（委員）  色々チャレンジしていきたいと思う。 

 

（委員）  川まちの活動も対象になる。 

 

（委員）  活動の継続が大事である。 

 

（委員）  大学の活動一つ一つがＳＤＧｓに結びつけることが必要。 

 

（委員）  意識を持ち行動することが大事である。 

 

 

４  研修会 

   南部地区社会教育委員研修ＤＶＤ視聴 

 

５  その他  

  ① 今年度で退任される委員および人事異動の職員あいさつ 

  ② 社会教育関係団体補助金および新型コロナウィルス感染予防補助金に

ついて説明 

  ③ 配布物の説明 


